
5章：図形の性質 2：円の性質

円周角

169 円周上に点A，B，C，D，Eがあり，円周をこれ AB

C

D E

O

らの点で区切って得られる弧

(

BC，

(

CD，

(

DE，

(
EAの長さ

は弧

(

ABの長さのそれぞれ 2倍，3倍，4倍，5倍となっ

ている。

円の中心を Oとするとき，∠AOB = であり，

∠AED = である。 （北海道工業大）

170 △ABCにおいて，辺 AB，BC，CAの中点をそれぞれ，L，M，Nと

する。頂点 Aから辺 BCまたはその延長上に下ろした垂線を AHとする。次

を証明せよ。

(1) ∠LHN = ∠A

(2) 4点 L，M，N，Hは同一円周上にある （鳴門教育大）

171 △ABCにおいて，∠A : ∠B : ∠C = 5 : 3 : 1であり，3点 A，B，Cを

通る円 Oの中心を Oとする。線分 AOの延長と円 Oとの交点を Dとする。

円 Oにおいて弦 BCと平行に別の弦 EFを引く。ただし，EFは線分 ODと

交わり，弧 BD上に点 Eがくるような位置にあるものとする。

(1) ∠BADの大きさを求めよ。

(2) ∠BAE = ∠CAFであることを証明せよ。 （北星学園大）

172 図のように，直線 l は中心を O とする円と点 A

O

A

B

P
C

l

において接している。また，l上の点 Pと Oを通る直線

と円との交点を図のように B，C とし，∠PAB = 115◦

であるとする。このとき

∠ABC = ◦，∠APC = ◦

である。 （金沢工業大）
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円周角

169 Oを中心とする円周上の弧は両端の点 A，Bを決めただけでは 1つには定まり

ません。A，Bと異なる第 3の点 Cを設定して，弧 ACBと表すことにより 1つに定
まります。ただし，弧 ABと表したときは，ふつうは小さい方の弧（これを劣弧とい
います）を示します。

右図において，∠AOBを弧 ABに対する中心角といいます。

Cを含まない弧 AB上の A，B以外の点 Pに対して，

P
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A B

∠APBを弧 ABに対する円周角といいます。円周角と中
心角については，次の円周角の定理が重要です。

1 つの弧に対する円周角の大きさは一定であり，その弧
に対する中心角の大きさの半分である。

∠APB = 1
2
∠AOB

170 円周角の定理の逆も成り立ちます。すなわち P
Q

A B

4点 A，B，P，Qについて，点 P，Qが直線 ABに関し
て同じ側にあるとき

∠APB = ∠AQB

ならば，4点 A，B，P，Qは同一円周上にある。

171 円周角の定理の応用問題です。

172 接線と弦のつくる角について次の定理があります。

円の接線とその接点を通る弦のつくる角は，その角の内

部にある弧に対する円周角に等しい。

これを接弦定理といいます。
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169
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EA = 1 : 2 : 3 : 4 : 5 より，∠AOB = θ とすると
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∠BOC = 2θ, ∠COD = 3θ, ∠DOE = 4θ, ∠EOA = 5θ

よって

θ + 2θ + 3θ + 4θ + 5θ = 360◦

∴ ∠AOB = θ = 24◦

また

∠AED = 1
2
∠AOD = 1

2
(θ + 2θ + 3θ)

= 72◦

170 (1) ∠AHB = 90◦ より，Hは辺 AB
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を直径とする円周上にあるから

LH = LA
∴ ∠LHA = ∠LAH · · · · · · 1⃝

また，∠AHC = 90◦ より，Hは辺ACを直
径とする円周上にあるから

NH = NA
∴ ∠NHA = ∠NAH · · · · · · 2⃝

1⃝， 2⃝より
∠LHN = ∠A （証終）

(2) 中点連結定理より
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MN // AL かつ MN = 1
2
AB = AL

したがって

四角形MNALは平行四辺形

であることがわかり

∠A = ∠LMN

これと (1)の結果から

∠LMN = ∠LHN

よって，円周角の定理の逆より，4点 L，M，N，Hは同一円周上にある。 （証終）
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171 (1) ∠C = θ とおくと，∠A = 5θ，∠B = 3θ であり
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5θ + 3θ + θ = 180◦

∴ θ = 20◦(

ABに対して円周角の定理より

∠AOB = 2∠ACB = 2× 20◦ = 40◦

三角形 OABは OA = OB の二等辺三角形だから，
求める ∠BADの大きさは

∠BAD = 180◦ − 40◦

2
= 70◦

(2)

(

BEに対して円周角の定理より
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∠BAE = ∠BCE · · · · · · 1⃝(

CFに対して円周角の定理より
∠CAF = ∠CEF · · · · · · 2⃝

BC // EF より

∠BCE = ∠CEF · · · · · · 3⃝
1⃝， 2⃝， 3⃝より

∠BAE = ∠CAF （証終）

172 線分 BCは円 O の直径だから
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∠CAB = 90◦

これより

∠PAC = ∠PAB− ∠CAB
= 115◦ − 90◦

= 25◦

接弦定理より

∠ABC = ∠PAC = 25◦

したがって

∠APC = 180◦ − ∠PAB− ∠ABC
= 180◦ − 115◦ − 25◦

= 40◦


